
居宅介護�
重度訪問介護�
行動援護�
療養介護�
生活介護�
児童デイサービス�
短期入所�
重度障害者等包括支援�
共同生活介護�
施設入所支援�

自立訓練（機能訓練・生活訓練）�
就労移行支援�
就労継続支援�
共同生活援助�

（旧）更正医療�
（旧）育成医療�
（旧）精神通院公費�

市町村�

広域支援　人材育成　�

都道府県�

介護給付�

訓練等�
給付�

自立支援�
医療�

補装具�

相談支援　コミュニケーション支援　日常生活用具�
移動支援　地域活動支援　福祉ホーム�

地域生活支援事業�

支援�

自立支援給付�

障
が

障
が

い
者
・
児�

障
が
い
者
・
児�

新
し
い
障
が
い
者
の
福
祉
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
は
、「
自
立
支
援
給

付
」
と
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

を
柱
と
し
た
次
の
内
容
で
す
。

◆
自
立
支
援
給
付

◇
介
護
給
付
　
在
宅
や
施
設
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
。
障
が
い
程
度
区
分

に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
異
な
り
ま
す
。

◇
訓
練
等
給
付
　
適
性
に
応
じ
た

自
立
訓
練
、
就
労
支
援
な
ど
。

◇
自
立
支
援
医
療
　
従
来
の
「
精

神
通
院
医
療
」「
更
生
医
療
」「
育

成
医
療
」
を
統
合
（
４
月
か
ら
施

行
）。

◇
補
装
具
　
身
体
機
能
を
補
完
、

代
替
す
る
補
装
具
を
購
入
す
る
費

用
を
支
給
。

◆
地
域
生
活
支
援
事
業

地
域
の
特
性
や
個
人
の
状
況
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
実
施
す
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」「
移

福祉
市役所代表電話10422-45-1151
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動
支
援
」
や
、
通
所
で
創
作
的
活

動
な
ど
を
行
う
「
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
。

「
介
護
給
付
」「
訓
練
等
給
付
」

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
①
障
が

い
の
程
度
、
②
介
護
者
や
生
活
の

状
況
、
③
本
人
や
家
族
の
意
向
、

④
訓
練
や
就
労
に
つ
い
て
の
評
価

な
ど
を
勘
案
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
を
総
合
的
に
判
定
し
て
決
定

し
ま
す
。

◆
障
が
い
程
度
区
分
の
認
定

◇
一
次
判
定
　
心
身
状
況
に
つ
い

て
全
国
統
一
の
106
項
目
の
質
問
調

査◇
二
次
判
定
（
介
護
給
付
の
み
）

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
「
市
町

村
審
査
会
」
で
の
検
討

サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
者
は
、
一

次
・
二
次
判
定
の
結
果
か
ら
区
分

「
１
」
〜
「
６
」
ま
た
は
「
非
該

当
」
の
い
ず
れ
か
に
認
定
さ
れ
ま

す
。
障
が
い
程
度
区
分
に
よ
っ
て

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り

ま
す
。

◆
定
率
負
担

サ
ー
ビ
ス
利
用
負

担
は
、
利
用
料
の
１
割
の
定
率
負

担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

ご
と
に
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
実
費
負
担

施
設
で
の
食
費
･

光
熱
水
費
な
ど
は
実
費
負
担
に
な

り
ま
す
。
負
担
ル
ー
ル
は
障
が
い

の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
と
な

り
ま
す
。

◇
上
限
額
を
設
定

定
率
負
担
で
は
、
所
得
に
応
じ

て
４
つ
の
区
分
で
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
（
別
表
）。

講
演
と
交
流
の
つ
ど
い
「
響

き
あ
う
ま
ち
〜
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
彼
方
〜
」

三
鷹
市
、
三
鷹
市
障
害
者
福
祉

懇
談
会
主
催
。

障
が
い
者
と
と
も
に
地
域
で
活

動
す
る
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
２
月
18
日
g
正
午
〜
午
後
４

時
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
で
。

◆
第
一
部
（
正
午
〜
午
後
１
時
45

分
）
＝
講
演
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
〜
共
生
社
会
と
わ
た

し
た
ち
〜
」（
全
国
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
連
絡
協
議
会
代
表
の

井
上
滋
樹
さ
ん
）

◆
第
二
部
（
午
後
２
時
〜
４

時
）
＝
「
地
域
を
つ
な
ぐ
実
践
交

流
会
〜
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に

〜
」

市
内
の
障
が
い
者
福
祉
施

設
や
作
業
所
（
三
鷹
は
な
の
会
・

ゆ
う
ゆ
う
舎
、
巣
立
ち
会
・
巣
立

ち
風
、
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
・
ぽ
っ
ぷ
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
け
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
発
表
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

地
域
福
祉
課
1
内
線
２
６

１
８傍

聴
で
き
ま
す
「
介
護
保
険

事
業
計
画
検
討
市
民
会
議
」

▽
２
月
17
日
f
午
後
７
時
か
ら
、

教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
大
研
修
室

で
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
た
計
画
案
の
検
討

な
ど
。
市
民
会
議
後
に
健
康
福
祉

審
議
会
を
開
催
。

▼
当
日
、
午
後
６
時
50
分
ま
で
に

直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
４
・
地
域
福
祉
課
1
内
線

２
６
１
２

市
民
ふ
く
し
講
座
「
成
年
後

見
制
度
や
財
産
管
理
・
遺
言

な
ど
に
つ
い
て
」

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
在
勤
・
在
学
を
含
む

市
民
。

▽
２
月
５
日
a
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
福
祉
会
館
で
。
講
師
は
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
司
法
書
士
の
前
田
稔
さ

ん
、
稲
岡
秀
之
さ
ん

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
定
員
80

人
。

e

同
協
議
会
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
み
た
か
1
46
―
１
２
０
３

よ
ろ
ず
介
護
相
談
会

福
祉
会
館
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
。

▽
①
２
月
16
日
e
＝
上
連
雀
堀
合

地
区
公
会
堂
、
②
17
日
f
＝
上
連

雀
通
北
地
区
公
会
堂
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
79
―
３
５
０
５

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
み

な
さ
ん
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
旧
軍
人
な
ど
で

恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
の
方
、
終
戦
に
伴
い
国
外

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
、
く
わ
し
く
は
同

基
金
1
０
１
２
０
―
234
―
933
・

http://www.heiwa.go.jp

へ
。※

請
求
書
類
は
地
域
福
祉
課

（
市
役
所
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

﹇
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄

付
﹈

◆
一
般
寄
付
　
　
　

（
敬
称
略
）

◇
３
万
円
　
2
大
�
電
工
大
�
勝

利
　
◇
10
万
円
　
1
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
第
二
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部

第
一
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
部
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
　
◇

４
千
450
円
　
山
梨
靖
子
　
◇
５
千

円
　
米
田
登
美
子
　
◇
３
万
円

東
川
敏
男
　
◇
６
万
３
千
609
円

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
障
が

い
種
別
ご
と
に
異
な
る
法
律
に
基
づ
い
て
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
提
供
さ
れ
て
き
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
費
負
担
医
療
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
の
制
度
の
下
で
一
元
的
に
提
供

す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
新
た
な
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

e

地
域
福
祉
課
1
内
線
２
６
５
６

障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
が

４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

①
障
が
い
の
種
別
（
身
体
障
が
い
、
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
）
に
か
か

わ
ら
ず
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
仕

組
み
を
一
元
化
し
、
施
設
や
事
業
も

再
編
し
ま
す
。

②
市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
一
元
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

③
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
所

得
に
応
じ
た
負
担
を
行
う
と
と
も

に
、
国
と
地
方
自
治
体
の
費
用
負
担

を
ル
ー
ル
化
し
て
財
源
を
確
保
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
充
実

し
ま
す
。

④
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
た

事
業
を
創
設
し
、
障
が
い
者
が
働
き

や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

⑤
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に
支

給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明
・
明
確
化

し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
判

定
す
る
全
国
統
一
の
基
準
や
市
町
村

審
査
会
の
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス

（
10
月
か
ら
施
行
）

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
決
定

利
用
者
負
担
に
つ
い
て

（
４
月
か
ら
施
行
）

大
き
く
か
わ
り
ま
す

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
娯
楽
場
お
客
様
御

一
同
　
◇
10
万
円
　
菊
地
長
代

◇
５
千
円
　
五
味
美
智
子
　
◇
５

千
800
円
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ダ
ン
ス
　
◇
２
万
５
千
円
　
中
山

操
子
　
◇
５
千
円
　
三
鷹
市
社
会

教
育
会
館
の
つ
ど
い
模
擬
店
部
門

有
志
一
同
　
◇
５
万
６
千
570
円

三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
翁
媼

美
会
　
◇
１
万
円
　
金
子
和
子

◇
２
千
円
　
吉
野
壽
夫
　
◇
６
千

261
円
　
角
田
整
形
外
科
の
患
者
様

と
ス
タ
ッ
フ
一
同
　
◇
５
千
365
円

石
井
福
江
　
◇
２
千
円
　
高
井
朝

子
　
◇
１
万
円
　
歩
数
計
愛
好
者

◇
５
千
円
　
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
三

鷹
　
◇
６
千
円
　
Ｊ
Ａ
Ｍ
横
河
電

機
労
働
組
合
　
◇
１
万
741
円
　
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
募
金
箱
）

◇
１
万
587
円
　
三
鷹
駅
市
政
窓
口

◇
４
万
５
千
600
円
　
リ
サ
イ
ク
ル

市
民
工
房
　
◇
10
万
９
千
円
　
匿

名
（
４
件
）

◆
愛
の
一
円
玉
募
金

◇
１
千
609
円
　
矢
澤
八
千
男
　
◇

１
万
１
千
738
円
　
富
澤
タ
イ
子

◇
４
千
302
円
　
深
明
会
　
◇
487
円

北
野
東
晴
ク
ラ
ブ
　
◇
１
千
948
円

い
き
い
き
俳
句
会
　
◇
308
円
　
塚

本
澄
子
　
◇
１
千
148
円
　
常
盤
会

◇
２
千
86
円
　
下
連
雀
羽
衣
会

◇
４
千
296
円
　
牟
礼
寿
会
　
◇
１

万
７
千
590
円
　
平
寿
会
　
◇
１
千

274
円
　
四
ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ

◇
５
千
７
円
　
菊
池
た
け
子
　
◇

１
千
34
円
　
中
原
三
葉
会
　
◇
977

円
　
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
◇

６
千
921
円
　
三
笑
会
　
◇
729
円

山
中
百
生
会
　
◇
154
円
　
石
谷
孝

子
　
◇
１
万
111
円
　
三
鷹
の
森
の

体
操
会
　
◇
249
円
　
角
田
整
形
外

科
の
患
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
一
同

◇
437
円
　
田
中
武
士
　
◇
386
円

松
田
仲
子

◆
福
祉
基
金

◇
70
万
円
　
三
鷹
不
動
尊
井
口
院

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

◇
２
万
８
千
円
　
古
切
手
寄
付
者

一
同

◆
香
典
返
し
寄
付

◇
５
千
円
　
山
岡
様
よ
り

◆
指
定
寄
付

（
市
の
福
祉
の
た
め
に
）

◇
200
万
円
　
前
田
成
實
　
◇
30
万

円
　
ボ
ス
コ
・
ワ
ー
ル
ド

◇
入
所
施
設
な
ど
で
の
個
別
減
免

入
所
施
設
等
（
20
歳
以
上
）
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
場

合
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
預
貯

金
な
ど
が
350
万
円
以
下
の
方
は
、

定
率
負
担
を
減
免
し
ま
す
。

◇
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
減
免

社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
通

所
サ
ー
ビ
ス
、
入
所
施
設
な
ど

（
20
歳
未
満
）
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
３

年
間
経
過
措
置
と
し
て
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
収
入
や
資
産
が
一

定
以
下
の
方
は
、
ひ
と
つ
の
事
業

所
に
お
け
る
利
用
者
負
担
額
の
上

限
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

◇
同
一
世
帯
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
複
数
い
る
場
合
の
負
担
上
限

同
一
世
帯
に
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
複
数
い
る

場
合
や
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
、
月
額
負
担
上

限
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◇
食
費
な
ど

の
軽
減
措
置

・
入
所
施
設

低
所
得
者
を

対
象
に
、
食

費
・
光
熱
水

費
を
負
担
し

て
も
一
定
の

金
額
が
手
元

に
残
る
よ
う

に
補
足
給
付

が
あ
り
ま

す
。

・
通
所
施
設
　
低
所
得
者
の
場

合
、
施
行
後
３
年
間
、
食
費
の
利

用
者
実
費
負
担
は
食
材
料
費
の
み

（
人
件
費
相
当
分
は
除
く
）
と
し

ま
す
。

◇
生
活
保
護
へ
の
移
行
防
止
策

サ
ー
ビ
ス
利
用
負
担
の
た
め
に

生
活
保
護
の
対
象
と
な
る
場
合
に

は
、
対
象
と
な
ら
な
い
額
ま
で
定

率
負
担
の
上
限
額
と
実
費
負
担
分

を
引
き
下
げ
ま
す
。

変更点5つのポイント

利
用
者
負
担
の
軽
減
策

利用者負担上限額（月額）
区分 負担上限額
市民税課税世帯 37,200円
市民税非課税世帯 24,600円
市民税非課税世帯で本人収入が80万円以下の方 15,000円
生活保護受給世帯 0円

障害者自立支援法による総合的な自立支援システムの全体像


